
分掌等による自己評価まとめ

生徒 保護者 教員 生徒 保護者 教員 総合

1 1 1 A A B A

街頭指導を春・秋の二回、挨拶指導にも勤めたが、教職員の同一歩調と共通理解、認識のもとに生徒指導が進められるよう、生活アン
ケート等で得た情報をきちんとわかりやすく共有するなど、すべての教職員が生徒指導に関わりやすい環境を整えなければならなかっ
た。
・「挨拶の励行」を進めてはいるが、部活動に積極的に参加している生徒が多いぶん、今ひとつ元気が欲しい。部顧問との連携や家庭
との連絡を密にし、保護者にも学校方針を理解していただきながら協力を求めていくべきであった。

生徒の生活実態に合わせた生活アンケートの内容に変更しつ
つ、教職員全体の共通理解を図りながら取り組んでいきたい。

2 2 2 A A A A
　情報モラル講演会、毎学期の人権・同和教育、毎月の生活安閑ケート、毎学期のいじめアンケートを行った。今年度もスマホ・イン
ターネット・SNSの使用・利用のモラルやリスクについて情報モラル教育を実施し未然防止に努めたが、昨年に引き続きSNSに関する大
きなトラブルが発生した。今後も未然防止のため、根気強く指導していかなければならないが、日常生活の中での生徒への声かけ等も
大切だと考えており、教職員全体の共通理解を図りながら取り組んでいきたい。

生徒への声かけ等も積極的に行い、教職員全体の共通理解を
図りながら取り組んでいくとともに、未然防止に努め根気強く指
導していきたい。

3 3 3 A A A A

HP等による来校日の周知と教員からの声かけにより、適切に生徒・保護者・教職員へカウンセリングが実施できた（57/70時間　1月19
日現在）。学校評価(全体集計)の平均評価は89.1%(昨年度89.5%)。
生徒支援委員会を年６回行い、必要な配慮や支援について充実を図った。該当生徒に対し、外部機関と連携し通級や教育相談を実施
した。今後も計画的に文書やHP、便り等による適切な情報提供を行い、教職員よる丁寧な情報収集と声がけを図る。
・主に教育的支援は教員、心理的支援はSC、福祉的支援はSSWや学校福祉連携推進教員が担ってくが、生徒支援委員会や学年(次)
会と連携し、より適切な具体的支援に繋げていく

今後も担任やSCとの面談の機会を確保し、学年会と保健相談
部が連携して情報共有を図り、教育相談機能を高めていく。支
援が必要な生徒に対しては、生徒支援委員会や通級支援委員
会で適切な支援を検討し具体的な支援を図る。また必要に応じ
てSSW・外部機関などと連携し、効果的な支援や切れ目のない
支援を図る。

4 4 4 A A A A

生徒保健委員会が放送による呼びかけを継続的に行った。また、ごみの持ち帰りにより、感染症予防やごみの減量化を図ることができ
た。「生徒の健康や安全に配慮している」についての学校評価(全体集計)の平均評価は91.3%(昨年度90.6%)。
ごみの持ち帰りは概ね良好であるが、時折、使用済ティッシュやマスクが捨てられていることがあった。また、一部の部活動ごみの分別
が不十分であった。・保健だよりや呼びかけ放送による啓発を継続する。
・部活動ごみの分別については、今後も生徒部、部顧問会、事務部と連携を図り、ルールが守られるよう働きかける。

放送による呼びかけ、保健だよりによる啓発活動など、生徒保
健委員会の主体的活動を支援していく。日々の清掃活動、ごみ
の持ち帰り、ごみの分別への意識を高め、日々の行動に表れ
るよう全校をあげて取り組む。

3
部活動の活性化、生徒会や
生徒発の活動の推進

生徒部、学年
会

学園祭、生徒会活動、ボラ
ンティア活動、部活動

部活動に全校生徒の8割強が加入し、上位大会で結果を出す部が増えた。生徒会
が中心となって企画運営した学園祭（東雲祭）は、感染症対策を工夫して実施し、
生徒から高評価を得た。生徒が自分たちで企画して実践していく自主的な活動が
増えつつあるが、生徒会が主体となったあいさつ運動やボランティア活動を今後と
もさらに広げていく工夫が必要である。部活動は生徒数の減少などの実態をふま
えながら、さらに活性化を推進する。生徒会や委員会活動、校外での活動など、生
徒が主体的に関わり実践する活動の機会を意識的に増やし、学校全体で盛り上
げる体制づくりをする。

生徒会や委員会活動、校外での活動など生徒が
主体的に関わり実践する活動の機会を増やす。
生徒会を中心とした生徒主体のいじめ防止活動
を実施する。
あいさつ運動：学期に１回以上。各種ボランティ
ア：学期に1回。

5 5 5 A A A A

生徒からの肯定的評価は高い。・校内に生徒一人一人が輝ける場所を確保することと、一方で外部組織とつながることを支援する必要
がある。東雲祭の企画・運営、いじめ防止活動としていじめ防止標語アンケートやピンクシャツデーを実施。フラワープロジェクトなどの
ボランティア活動にも参加した。。感染症対策や天候急変などへの対応は困難であるが、天候に左右されない方策を準備することが課
題である。
部活動に加入している生徒は、一生懸命活動しており、個性の伸長に努めている。
生徒自らが主体となり活動する生徒会になっているかどうか疑問だが、教員は根気強く丁寧に関わった。次年度は教員が活動の助言
を与えながら、生徒がしっかり考えて実行に移す過程を体験させ、生徒会の活性化に向け取り組んでいきたい。

引き続き、生徒会の活性化を図り安全・安心な学校づくりに取り
組んでいきたい。

4
教科学習、進路実現とのさ
らなる連携

教務部、進路
指導部、学年
会

ETC,模試、放課後補習、
土曜講座

授業評価アンケートでは概ね良好な結果が得られたが、学習時間調査、ETC、模
試等の結果から、学習時間や基礎学力の定着に結び付いていない生徒がいるこ
とが把握できる。生徒の学力を定着させ伸ばしていくためには、さらなる授業改善
とETCや学習時間調査等の改善が必要である。教務・進路・学年会が連携をして
生徒の主体性を伸ばす動機付け、働きかけを継続的に行い、学習指導を工夫して
いく必要がある主体的に学ぶ必要性を生徒が実感し、行動に移すことができるよう
に教務部と学年会を中心に取り組む。学校全体で学習に向かう姿勢を高めていけ
るようにする。
進路指導部が中心となって学年会と協力した進路指導体制の再構築を図る。土曜
講座を活用し，小さな成功体験を積ませる。模試の活用方法を工夫し、実施後の
指導体制を整える。各種講座の目的を明確にし，意欲的に受講させる。

「本校では、ＥＴＣや模擬試験など、あるいは放課
後補習や土曜講座などが効果的に行われてい
ると思いますか。」に対して肯定的評価８０％以
上
学年会、教科、分掌と連携し、諸活動を進路実
現につなげる。

6 6 6 B A B B

ETC・模擬試験・放課後補習・土曜講座について、肯定的意見：教員69％（全体77.7％）であり、教員の評価が低い。ETCは計画的に実
施することができたが、講座や模擬試験を通して、学習に対する意識を高める工夫が必要だ。現状の成績では、多くの生徒が志望変更
しなければならない状況であり、主体的に学ぶとはどういうことか、具体的課題や目標を提示しながらモチベーションを上げる工夫が必
要になってきた。授業評価アンケートでは概ね良好な結果が得られているが、、ETCの結果をみると、合格点をとることができない生徒
も多く見受けられる。主体的に学習に取り組むことができていない生徒もいると考えるが、極度に数学や英語に苦手意識を持っている
生徒に対する支援も必要である。教科や学年会と連携をはかりながら目的意識を高く持って学習に取り組むことができるような働きか
けを行う必要がある。

自己のライフデザインと進路目標を考え、実現に向けた自己分
析と目標に向けた学習計画が自立学習のもとになると考える。
ETC・模擬試験等の機会を効率的に活用し、面談を通してモチ
ベーションアップと主体性をはぐくんでいく。

5 家庭学習との連動
教務部、学年
会

家庭学習時間、主体化

学習時間調査の集計は迅速に行い、その結果を職員全体で共有する。家庭学習
時間が増えない理由について調査提出時にアンケートを行い結果も共有する。
計画的に授業公開を実施し、また、ICT研修や先進地高校訪問などにも多くの教
員が参加して情報共有をはかるなど、授業改善や評価の改善に取り組むことがで
きた。今後も授業改善の研究と実践を進めていく必要があるが、ICT活用の学習効
果についても検証していく。

「週２０時間以上の学習量」について各学年７
０％以上の生徒が達成 7 7 7 B B C B

定期的に学習時間調査を実施し、生徒の家庭における学習状況を把握することができ、学習時間調査結果を集計し、まとめたデータを
全体に提供することができた。学習時間調査の結果からは、主体的に学習に取り組む力が十分に身についておらず、学力を伸長させ
ることができていない生徒もいることがうかがえる。生徒の学力を伸長させていくためには、授業や学習評価について継続的に改善に
取り組む必要がある。全く家庭学習に取り組まない層が一定数あるので、学習時間調査結果を「平均」で見ていくだけでなく、何分やっ
ている生徒がどのくらいいるのか「分布」で見ていくことも必要だ。教員が「適切に指導されていない」と感じていることが問題でもある。
・第１年次学年会では「週20時間の家庭学習時間」としたが、15時間を確実にする指導が必要であった。・「週１５時間の家庭学習時間
確保」ということを、学校を上げて言っていく必要がある。３年ともなれば受験生ということから、昨年よりも学習時間そのものは増加した
が、、時間という量だけでなく、どのような学習をするべきかという質に対する意識までは指導の手がまわらなかったことが課題である。

生徒が主体的に学習に取り組むことができるよう、継続して授
業改善に取り組む。また、授業評価を授業改善につなげていけ
るよう、教員研修や先進校視察をについても引き続き取り組む

6
授業研究等の充実、観点別
評価の工夫と改善、ICT活
用教育の推進、

教務部、学年
会

ICT機器利用、授業改善

授業公開・研究授業、研修等に学校全体で取組むことで教科横断的な取組をさら
に進める。生徒の一人1台ＰＣの効果的な活用を研究し、生徒の「取りに行く学び」
につながる授業改善に取り組む。
他教科の授業を参観することが教科横断的な取り組みにつながるので来年度も継
続して、公開授業・研究授業等を学校全体で取り組む。

公開授業を、各教科で２回以上（芸術・家庭科は
１回以上）実施する。
「主体的・対話的で深い学び」を意識した公開授
業アクティブラーニング、ＩＣＴを取り入れた公開
授業。
合評会を行い教科内外の共有を図る。

8 8 8 A B A A

公開授業期間を6月と10月に設定し、計画的に公開授業を実施し、近隣の学校にも案内し、大学や中学校の先生方にも授業を参観し
ていただくことができた。たくさんの先生方に授業を参観いただき、教科会等で、授業の振り返りを行った。また、授業アンケートを実施
し、授業の振り返りを行った。授業評価については研修を行い、先進地高校訪問を実施し、情報共有をはかり、授業改善や評価の改善
に取り組んだ。今後も授業改善の研究と実践を進めながら、ICTを授業で活用することが学習効果の向上につながっているのかについ
て、継続して検証しICTの効果的な活用方法について情報共有を行い、学校全体でより良いICTの活用法を模索する必要がある。

各科目の教科担当者から学習の仕方についても具体的に例示
してもらうなどし、家庭における主体的な学習を促す。また、学
習時間調査で、５教科以外の科目のデータにも着目し、生徒の
家庭学習の実態を正確に把握する。

7
広い視野と豊かな感性の育
成　図書館の利用促進、読
書の推奨

魅力化推進
部、学年会

図書館活用

学習センターは図書展示の工夫や移動図書館等で活動を活性化しており、授業で
の活用が充実しつつあえる。、今後も学習センターの機能強化と広報活動を推進
していくことが必要である。
引き続き、授業での図書館利用を支援する。

学習センターのICT化を含めた環境並びに蔵書、
資料の整備に努め、学習センター便りを主とした
広報活動を活発化し、生徒が主体的に本を借り
て読むための雰囲気を醸成する

9 9 9 A A A A

昨年度は、１年の国語科で図書館利用の授業を行われた際に、本を借りる必要がある課題となっていた。しかし、今年度は、そういう機
会がなかった。授業担当者により、授業での図書館を活用した授業内容の差が大きいことが課題となっているのではないか。　相変わ
らず保護者の評価が低いのは、図書館活動などの様子についての情報発信が不足している点だと考えられる。・学校全体で教科横断
的に図書館を活用する雰囲気が醸成できるとよい。HR活動や総探だけでなく、各教科での利用が進むことで、生徒が図書館に来る機
会が増え、貸し出し冊数も伸びると思う。また、教科以外での利用促進として、　・３年生の受験勉強や受験準備での図書館活用
・３年生の進路決定後に、一般教養の学びとしての活用　・担任面談で、生徒に分からないことを調べさせる習慣を促す　・授業内容や
進路に関わる取り組みの発信を行う。を検討する。

本を借りる生徒に偏りがあるため、特に本を借りない生徒が１
冊でも借りるためのしかけ(授業との連携、キャリア教育との連
携等）づくりを検討する。学校図書館を直接利用している教員・
生徒の評価に対して保護者の評価が低調なため、広報活動と
してＨＰ等において図書館における活動の様子を発信する。

8
キャリア教育の3年間の見
通しとねらいの明確化、振り
返り

進路指導部、
学年会

進路指導全般、模試分
析、大学共通テスト対策、
保護者への情報提供

人材育成の観点で１年次からの体系的な進路指導を行い、生徒が進路目標を設
定する支援を手厚く実施する。大学入学共通テストの分析を行い、きめ細かい面
談や学年ＰＴＡ等を通じて生徒や保護者との進路情報の共有を図る。１年次は，自
立学習者となれるよう学習習慣を確立させ２年次は，自律学習者となれるよう目標
設定させ学習の質を向上させる。３年次は，攻めの学習を展開させ、意欲的に受
講させ学力伸張を図る。

模試等の学力分析を行い、各教科、学年会と具
体的な施策を立案し、実践する。
諸活動への取り組みを進路実現に生かす。
進路の手引きを見直す。
上級学校や受験環境に関する情報収集に努め、
生徒、保護者への情報発信を行う。

10 10 10 A A B A

進路シラバスは学年によって出せたところと、そうでない学年があったが、学年会と協力して、計画的に進路学習を行った。総合型、学
校推薦選抜では活動歴が生かせた。・島根大学，島根県立大学の学部学科説明会の開催や訪問ができた。
例年通りの模試分析し、、教科主任会や学年会を通して、新課程入試情報を提供したが、学部学科の学びの研究が不足した。　また、,
保護者への情報提供（入試制度説明も含めて）が課題である。共通テストでは。500点以上の生徒は17%(26名/150名昨年25％)であ
り、昨年より上位者が少なかった。
各学年が計画的に学年集会や生徒面談を行い、進路や学習面でのサポート体制の充実を図った。また保護者面談を実施し、生活面も
含めた家庭との進路情報の共有を図ることができた。総合型入試や学校推薦選抜入試で生徒の活動歴が生かせた。今後も、進路の
目標設定に関する生徒の主体性を引き出し、保護者との連携を深めるために、3年間を見通した体系的な進路指導体制をより強化し、
学年会、教務、魅力化推進部との連携を図っていく必要がある。

進路・魅力化・学年会が連携し、生徒のキャリア形成を系統的
に促していく。目標と実際の学力を客観的に分析し、一人でも
多くの生徒が進路実現できるよう関係部署と協力・分担し、生
徒がやる気を出し、向かっていける情報提供の仕方を工夫して
いく。

9
教育環境、生活環境、職場
環境の整備と快適化

総務部・事務
部

生徒募集、PTA活動、施設
管理

５月のコロナ対策緩和以降の行事の持ち方について、すべてコロナ前と同様に戻
すのが適切かどうか検討しながら実施していきたい。ＩＣＴを利用した意見交換を
もっと活性化させる方法を工夫していきたい。ＰＴＡ総会が開催できた場合に、出席
者が増えるような企画を考えたい。PTA行事の活性化を図り、PTA総会に出席者
が増えるような企画をする。

①学校行事の調整や業務内容の整理を行う。②
各行事についてＰＤＣＡサイクルを活用し次年度
への修正につなげる。
①ＰＴＡの委員会活動を中心として、保護者の参
加を増やす。中学校訪問やオープンスクールを
通じて、情報を発信する。

11 11 11 A A A A

ラクメ導入により欠席連絡がスムースになった。
厳冬期の２学期終業式、３学期始業式は各教室でリモートで行った。.厳冬期の生徒集会の環境改善が少し進んだ。PTA総会は４年ぶ
りに集合して開催した。食堂の保護者開放で参加者増加をはかり、一定の効果があった。
OSの中学生評価　「今回のOSはあなたの進路選択の参考になりましたか。」への肯定的回答が99.1％で数値目標は達成した。ＩＣＴ技
術の活用によっていくらか教員の業務を軽減できたが、リモートの機器が十分整っておらず、ＤＸ事業での整備が望まれる。学校行事
は職員朝礼を週2回にしたが、働き方改革プランの実施に合わせてさらに減らしたい。OSは保護者の参加を受け売れ入れることが今後
への課題。
臨時休校等の早めの連絡を心がけるなどまだ改善の余地があるのでさらに工夫を進めたい。

ICT化と働き方改革を連動させる試みは、まだ緒についた段階
ではあるが、従来からみると大きな一歩を踏み出せたように思
う。またこれを決める過程で、縦割り的な発想での異論がな
かったことが、本校教職員集団の連携の良さを表していると思
う。こういった雰囲気を大切にし、いろいろなアイディアが育つ
学校にしていきたい。

10
キャリア教育の3年間の見
通しとねらいの明確化、振り
返り

魅力化推進
部、学年会

高大連携、キャリア教育

島根大学や地域等の外部人材も活用しながら、生徒の主体的なライフデザイン形
成に寄与する授業や学校行事の展開と工夫を行う。
「総合的な探究の時間」に大学生と生徒が触れ合い、進路について考えを深めた
り、大学教員による授業や学部紹介等、大学と連携する機会を増やすことができ
た。キャリアパスポートでのルーブリックの自己評価を実施し、生徒の意識の向上
を把握できた。今後も生徒が自分らしいライフデザインを実現していく力を育む活
動をより充実させていく必要がある。

地域の人材・団体や関係分掌・学年部と連携し、
3年間を見据えた「総合的な探究の時間」のプロ
グラムを運用するとともに、よりよいプログラムを
模索する。

12 12 12 A A A A

保護者評価が上昇傾向にある。松江東高校での取組が認知されていると感じる。生徒の中でも１年生の評価が高く、。これは２学期の
大学訪問や３学期の地域共創人トーク→地域共創ミーティング→TFDの流れがはまり、生徒の期待感を高めていることが要因と考えら
れる。
多様な高大連携の取り組みを実施し、生徒のライフデザインを考えるうえで役立つ機会を用意することができた。また、プログラム全体
が安定してきて生徒に合わせた細かい変化に気を回せるようになっている。
大学生や地域の大人と話ができる機会が増え、生徒自身の考えをブラッシュアップすることができている。・進路に関わることになると、
正担任による面談に頼りがちだが、副担任や学年付き、または、上級学年や地域の方との関わりを模索する。

地域の人材・団体や関係分掌・学年部と連携し、3年間を見据
えた「総合的な探究の時間」のプログラムをよりよく運用する。

探究学習の3年間の見通し
とねらいの明確化、振り返り 13 13 13 A A A A

地域資源の活用、多様な文
化や価値観との出会い 14 14 14 A A A A

12
ホームページや学校便り等
により積極的に情報発信を
行う。

総務部、保健
部、魅力化推
進部

ホームページ、広報。
学校の取組をすみやかに紹介するＨＰの更新頻度を高め、構成や内容の整理を
行う。保護者や中学生の関心が高い課題探究型の学習や部活動の情報を充実さ
せ、多くの人に松江東高等学校の魅力を発信する。

保護者・中学校・地域との連携を深め、情報を発
信する。 15 15 15 A A A A

ＨＰは、EAST地域探究など、生徒の探究活動でも活用できている。各学年の総探の様子は月ごとにＨＰ更新できた。また、２年研修旅
行は旅行期間中に毎日ＨＰ更新できた。
本年度の保健だよりは生徒保健委員会との協働で9回発行できた。・生徒保健委員会と協働して、保健だよりの内容や情報提供の方
法を工夫する。
ＨＰ更新において部活動の更新が、部によって差が大きいと思われる。ただ、更新をするためには手続き、総務部の担当者による更新
作業と手間がかかり、教員が授業準備の合い間に行うには、負担が大きい。　情報発信が活発な学校では、教員以外のスタッフが学
校の活動をとらえ、情報発信をしていると見受けられる。校内の活動を取材しＨＰ更新や更新の連絡など特化した学校アシスタント等の
人材が望まれる。
次年度は高校入試の大幅な改革があり、その周知は重要。OSに保護者向け説明の場面も設けるべき。

生徒募集では、最終倍率が１倍を超える県内４校のひとつと
なったことが、一定の成果といえるが、それでも他進路へ流れ
る動きへ大きく棹差すほどとは言えない。新入試での特色選抜
でどれだけの中学生に志望してもらえるか、さらに魅力の発信
を心がけて行きたい。今後も保健だよりは生徒保健委員会と協
働し、具体的な行動に繋がるよう内容を工夫して発行する。保
護者・中学校・地域との連携を深めつつ、ＨＰでの情報発信に
加え、ＳＮＳでの情報発信を検討する。

自己有用感の向上や、多様なロールモデルの獲得を目指し、
多様な価値観とふれあう機会を確保する。

評価計画 R５アンケート評価

令和5年度
教育目標

分類 令和5年度の重点目標と具体策
主となる分掌、

学年会
内容 成果と課題

生徒に対し体系的な人権教育を実施する一方、新たに生活アンケートも取り入
れ、学校全体で人権尊重を基盤とする教育活動を推進した。いじめやＳＮＳでのト
ラブル等の生徒指導上の問題は、生徒部と学年会が連携して取り組み、いじめ対
策委員会等を実施して、組織で解決に向けて対応した。今後も情報リテラシーに
関する継続的な指導が必要である。学年会や関係分掌、委員会と連携しながら教
育活動の基盤に生徒指導を据え、人権感覚を高めるための研修や意識調査を実
施する。生活アンケートの項目をより実態的なものに変更し、効果的なものにして
いく。入学後の早い段階で生徒が他者と協働するための取組や一人一台PCの状
況に合わせて、情報モラル教育の充実を図る。

時間を遵守し、場に応じた言動を心がけ挨拶を
励行させる。生徒の心身の不調を把握し、不適
応にいち早く気づけるようにする。人権感覚や人
権尊重の精神を高める。情報社会において安全
に情報を活用するための知識と技術を身につけ
させる。

令和４年度末の分掌評価と
次年度への改善策　*学校評価

令和５年度の具体策と指標

人権・いじめ・モラル教育
（規範）

評価指標と基準

・生徒の感想文。
・生徒アンケート・保護者アンケートの
評価。
・いじめアンケート、生活アンケート等
の実施と分析。

該当番号 評価

支持的風土の醸成、人権教
育の推進

生徒部、学年
会

2
特別支援教育の推進、生徒
理解の充実と組織的支援

保健部、学年
会

衛生・保健・特別支援・
SC、学校安全

生徒会の保健委員が、昼休みの食事の際のマナーの徹底について校内放送で呼
びかけ、感染防止対策の啓発を行うなど、学校をあげて感染防止対策の周知を徹
底した。
生徒や保護者との面談を通して生徒支援委員会や職員会議等で支援の必要な生
徒の校内での情報共有を図ってきた。保健相談部と学年会が連携して、本人・保
護者の希望や働きかけによってスクールカウンセラーの紹介、周知を行い、活用
できた。特別支援教育コーディネーターは、個別の支援が必要な生徒の相談窓口
となり、通級指導員や学校福祉連携教員、SSWなどとつなげ、協力して生徒への
支援を行うことができた生徒支援委員会の機能をさらに活かすとともに、学年会と
連携して校内の教育相談体制（教育的支援は教員が行い、心理的支援はＳＣ、福
祉的支援は学校福祉連携推進教員へ繋ぐ）を充実させる。
今後も計画的に文書やHP、便りによる適切な情報提供を行い、教職員の丁寧な
声がけと情報収集を図る。

自
己
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
力
を
向
上
さ
せ
る

（
学
力

）

…

主
体
的
学
習
者
と
し
て
の
力

、
探
究
的
学
習
力

確かで高い学
力の育成～授
業改善～

・授業評価アンケートの結果。
・学習時間調査の結果。
・学習成績、実力テスト成績。
・生徒アンケート・保護者アンケートの
評価。

・公開授業・授業研究の実施・参観状
況。授業評価アンケートの結果。校外
研修、研究会等への参加状況。

・２年生終了までに校内外での活動を
生かした志望理由書が書ける。
・へるん入試などの活動歴を生かした
受験を勧める。

・学習センター（図書館）に関する生徒
アンケート及び貸出率
・本を借りたことがある　生徒が６０％
以上になる。

・教科・学年に対して、入試制度共通テ
スト研修の機会や有効な資料を提供
する。
・７０人(約40％)以上の生徒に国公立
大学に合格可能な学力を付ける。
・補習科生全員の志望校合格
・へるん入試などの活動歴を生かした
受験を勧める。
・昨年度作成し、使用した手引きの状
況を振り返り見直しを行う。面談やLHR
を利用し活用する。進路シラバスを掲
示し、年間計画を共有し、進路行事を
円滑に実践する。
・各学期1回以上は進路ジャーナルを

学校評価の教職員アンケートの項目
11への肯定的評価が80％以上
Ｓの中学生アンケートの項目への肯定
的評価が95％以上

・部活動加入状況。
・ＨＰや学校だよりでの情報発信の状
況。
・生徒アンケート・保護者アンケートの
評価。

・対象生徒の状況。
・スクールカウンセラーの活用状況。
・気づきシートや支援計画・指導計画
の作成と活用状況。
・生徒面談の回数、状況

タイムリーな保健情報を掲載した保健便りを発行
する。関係職員と連携協力を図り。スクールカウ
ンセラー並びに生徒支援委員会を効果的。効率
的に活用する。生徒保健委員会の活動として感
染症対策やごみの持ち帰りを呼びかけ、感染症
対策の徹底や環境美化の意識を高める。
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1

活躍の場があ
る環境作り/
居場所のある
環境作り/
安心・安全な学
びの環境作り

魅力化推進
部、学年会

地域活動、ボランティア

・保護者アンケート。
・ホームページの更新状況や閲覧状況
及び動画の視聴回数。ＯＳの中学生ア
ンケートの項目への肯定的評価が
95％以上

MATSUE探究での地域連携の改善と持続可能な活動を推し進める。発表形式の
段階的な指導を実施する。地域や外部と協働した授業や活動をさらに展開し、生
徒の主体的な地域・社会とのつながりを紡ぐ。今後もコンソーシアム等の外部資源
と協働しながら取り組みの強化をはかり、生徒が自らのあり方・生き方を模索しな
がら、地域にアクションを起こして行こうとする力を育む。　朝酌川フラワープロジェ
クトなど現在校内外で生徒が主体的に参加している諸活動を継続しつつ、今後も
外部資源と連携して生徒が学びを振り返り、自分のこれからの生き方・あり方を探

究する、校内や地域、外部での活動を増やし、さらに支援する。

自己有用感の向上を目指し、多様な価値観とふ
れあう機会を確保する。

教職員・生徒アンケート及びルーブリッ
ク評価で、学校生活全般の活動をとお
して生徒につけさせたい資質・能力等
の成長が見られる。（成果指標）
・高校魅力化アンケ―ト・生徒アンケー
ト・保護者アンケートの評価。
・平素の生徒の観察。
・地域の方々の声。

令和5年度　島根県立松江東高等学校　学校評価表

ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄでのﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評価
　⑧自分の生き方を考える力(1学期→2学期)
　　1年生( 2.27 → 2.63 )　2年生( 2.48 → 2.60 )　3年生( 3.01 → 3.20 )
　⑥諦めず追究する力(1学期→2学期)
　　1年生( 2.44 → 2.68 )　2年生( 2.67 → 2.81 )　3年生( 2.51 → 2.78 )
・「総合的な探究の時間」を含め様々な取り組みが、他者と協働する力や、地域の魅力を知り、課題解決に向かう力が付いたという実感
を生徒に与え、地域社会への理解を高めるものになっている。
・高大連携推進員の「推しプロ」を生かすなど、魅力的な課外活動の案内ができており、課外活動へ多くの生徒が参加した（イベント数：
２５、延べ１９５名）※過年度データなし・情報発信をより充実できるとよい。
・保護者の方に、地域の大人の一人として学校に関わっていただく機会を設け、学校の様子を自然と知ってもらうよう情報発信をさらに
充実させたい。

学校関係者評価

評価 意見
学校関係者評価をうけて次年度への改善策

A

人権教育（項目２）や生徒
会、部活動（項目５）いず
れも肯定的評価の割合が
高く、日々の取り組みが充
実している成果であると思
う。
生徒の悩み、相談に答え
る体制ができていると感じ
る。
アンケート３．４については
生徒が１０Pt以上教員より
低い。８割超と高い値だ
が、教員並みにあがるよう
に頑張ってほしい。
生徒にとって一番身近な
存在であろう担任に対して
評価は本来９０％以上で
なければならない。
平均が3･1で８０％台は、
厳しい目で受け止める必
要があると思います。

B

小学校、中学校でも家庭
学習の時間が短く学力が
低下しているという声を聞
くので仕方ないのかもしれ
ませんが、何か、生徒自
身に必要性を感じさせるこ
とができればと思っていま
す。
学力向上に向けETC等を
実施いただいていると思
いますが、家庭学習の時
間確保については、目に
見えるものがわかりませ
ん。
学力は将来の職業選択を
広げる。決して軽んずべ
からず
学力向上の様々な取り組
みは試行錯誤の途中だと
思います。教員と生徒の
思いが近づくことを願って
います。
本来キャリア教育は、学
年が上がるごとに、螺旋で
あっても上りながら体系的
に行われることが望ましい
です。しかし、最終的に最
終学年で下がっているの
は改善が必要だと思われ
ます。
総合型選抜が増えてきて
いる中で、3年間を見通し
た進路指導体制の強化は
重要と思われる。1，2年生
の頃からの早期のキャリ
ア構築を支援していきた
い。
ICTの利用について2年生
と3年生で８０％に満たな
いので、学年ごとの差の
要因の検討が必要と思わ
れます。
すでにされているかもしれ
ませんが、デジタルの活
用で、学習時間の可視化
もしやすく、それが、モチ
ベーションにつながるだろ
うと思います。
いずれの項目も生徒は肯
定的な割合が高く、現在
の学習環境に満足してい
るように感じます。一部、
家庭学習など評価が低い
項目については改善の余
地があると思います。

A

探究が目的→手段に落ち
着き成熟化しつつある段
階。様々な活動を通して
地域とつながり、生徒自身
が地域に対する思いを持
てていることは素晴らし
い。
生徒と地域とが密に関わ
り、学ぶ活動を展開してゆ
くことは今後益々重要な取
り組みになる。
生徒にとっては授業だが、
地域に深く関わりたい、自
分の力を伸ばしたい、何
か自分らしくチャレンジし
たいと感じた生徒の受け
皿として、高校生を対象と
した社会教育の学びの機
会があることは大切だと
実感した。
学校教育と社会教育が連
動・連携して、高校生主体
の学びを深化させ、自ら
がその思いを起業へと繋
げ当地域で活躍できる環
境づくりを進める仕掛けを
今後も連携し考えていきた
い。
保護者の評価が弱いのが
情報量の不足が原因で
は。情報共有を活発化し
てもらいたい。

地
域
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地域への貢献
意欲を向上さ
せ、地域に信
頼される学校
づくり

・２年生終了までに校内外での活動を
生かした志望理由書が書ける。

教職員・生徒アンケート及びルーブリッ
ク評価で、学校生活全般の活動をとお
して生徒につけさせたい資質・能力等
の成長が見られる。（成果指標）
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